





論文題目：Analysis of otolith formation using the medaka mutant ha 
 



































た。このことは、ha の別 allele である ki79 変異体でも変異が確認されたこと、モルフォリ
ノ阻害実験（フェノコピー）およびmRNAによるレスキュー実験の結果からも確認された。













な種において、Ol-PKS 類似遺伝子が確認された。なお、ゼブラフィッシュでは in situ 
hybridzation により、耳胞での遺伝子発現を確認した。分子系統樹を作成すると、これら
の PKS は、すべての動物に存在する fatty acid syntahse とは別のグループを形成すること
がわかった。 












Ol-PKS の産物の性質を調べるため、ニホンコウジカビ Aspergillus oryzae による異種発

















また、動物界に広く存在する PKS 遺伝子が、Ol-PKS と共通の機能を持つかどうかも興
味深い。ムラサキウニでクローニングされた Sp-PKS2 遺伝子は、骨片が形成される直前に
骨片細胞のみに限局して発現することが知られている。バフンウニのホモログ Hp-PKS2 を
ノックダウンすると、骨片が形成されなかったため（お茶の水女子大学との共同研究）、PKS
が炭酸カルシウムのミネラリゼーションに関与するという共通性を見出すことができた。
PKS の存在が確認された生物種は、必ずしも炭酸カルシウムのバイオミネラルを持つわけ
ではなく、また、全ての種において PKS が機能しているかはわからないが（少なくともニ
ワトリでは遺伝子発現が確認できなかった）、PKS 遺伝子が動物界でバイオミネラリゼーシ
ョンに関与しているという新たな事実がわかった。 
 
